
１．人間は塩がないと生きていけない！？
　塩は人間の体のなかで大切な働きをしています。
①塩は胃酸のもとになって消化するときや、小

しょう

腸
ちょう

で栄養を吸収するときに必要です。
②汗をかいて、体温の調節や体内の老

ろう

廃
はい

物
ぶつ

を外に出すときに必要です。汗がしょっぱ
　いのは塩が含まれているからです。体内の塩がなくなると、脱

たっ

水
すい

症
しょう

状
じょう

になること
　があります。熱中症の時は、早めに水分と塩をとりましょう。
③ 60kg の大人の体内には約 200 ｇの塩が含まれています（体重の 0.3 ～ 0.4％）。

２．なぜ塩をつくりはじめたのかな？
　農耕の開始と関係があるという説があります。稲等の穀

こく

物
もつ

を食べるようになると、
穀物に含まれるカリウムが体内にたくさん取り込まれます。このカリウムを体内に出
すために塩を多くとる必要が生まれたため、塩づくりが始まったと考えられます。
　日本では米作りが本格化した弥生時代から塩をつくった遺

い

跡
せき

が多く見つかるように
なります。

３．塩のつくり方
　大きく分けて①岩塩からつくる、②海水からつくるの２種類があります。世界の塩
の 67％が岩塩、33％が海水からつくられています。岩塩からつくる方が多いのです。
　外国の海水から塩をつくる方法は、海水をひきこんで、１～２年放っておいて、塩
の結晶をとるという方法です。まったく手間をかけていないことがわかります。

４．塩の使い道は？
　奈良・平安時代の人々は、次のような使い方をしていたことが分かっています。
　①食用・調味用・保存用…調味料としての使用のほか、塩漬けなど食品加工でも使
　　　　　　われました。
　②家畜用…ウマやウシに与えていました。
　③工業用…革

かわ

製品の保存や製作（革をなめす）、ガラス玉の製作に使われました。
　④祭

さい

祀
し

用…食べ物をお供えする時などに使われました

５．日本における塩づくりの歴史（時代ごとのながれ）
　日本では縄文時代に海水から塩をつくっていたことが確認されています。本格的な
塩づくりが行われるのは弥生時代になってからです。
　縄文時代…縄文時代後期から晩期（今から 3,500 年前）に、関東地方と東北地方
　　　　　　において、土器を用いた塩づくりが行われました。
　弥生時代…弥生時代中期（今から 2,300 年前）になると、瀬戸内海沿岸を中心に

～ 塩のなぜなに？＆塩の歴史 ～

？？ 塩づくりのはてな ？？

ー１ー



　　　　　　塩づくりがさかんに行われるようになりました。この地方の塩づくりは、
　　　　　　やがて大阪湾沿岸等に影響を与えるようになります。
　古墳時代…瀬戸内海沿岸とともに大阪湾沿岸での塩づくりが盛んになります。また、
　　　　　　九州・北陸・東海地方などでも塩づくりが行われるようになります。
　飛鳥時代…若

わか

狭
さ

（福井県）や能
の

登
と

（石川県）での塩づくりがピークを迎えます。
　鎌倉時代…塩田（揚

あ

げ浜
はま

式など）での塩づくりが本格化します。
　江戸時代…入

いり

浜
はま

式の塩田を利用した塩づくりが本格化します。

６．日本における塩づくりの方法のうつりかわり
　海藻を使った塩づくり…効率的に塩分濃度を高めるために、海

かい

藻
そう

を利用しました。
　　　　　　古代製塩法を伝える神事が、宮城県「志

し

波
わ

彦
ひこ

神社　鹽
しお

竈
がま

神社の藻
も

塩
しお

焼
やき

神
　　　　　　事」において行われています。この神事では、海藻を刈りとる藻

も

刈
かり

神事、
　　　　　　神釜四口に注ぐ水

みず

替
かえ

神事、 平釜にたくわえた潮水を煮つめて荒塩を採集
　　　　　　する藻塩焼神事が行われます。
　　　　　　※海藻を使った塩づくりでは、茶色の塩ができます。
　海砂を利用した塩づくり…藻塩のかわりに海砂を利用する方法が、古墳時代に登場
　　　　　　した可能性があります。その方法として、干

かん

潮
ちょう

の時に、塩分結晶が付い
　　　　　　た砂を集めて、高い所に積み上げた後、海水を煮詰める方法などが考え
　　　　　　られます。さらに奈良時代の初期には塩田が存在した可能性があります。
　　　　　　※砂を使った塩づくりでは、白色の塩ができます。
　揚

あ

げ浜
はま

式…塩田の一種で、海面より高い所で、人力で海水をくみ上げて、砂にかけ
　　　　　　て、水分を蒸発させる方法です。主に春から秋に行います。現在でも石
　　　　　　川県の能登地域において、「能登の揚浜式製塩の技術」として伝承され
　　　　　　ています。
　入

いり

 浜
はま

  式…塩田の一種で、江戸時代初期からみられる方法。潮の満ち引きを利用し
　　　　　　て、海水を引き入れて砂を湿らせる方法です。

７．三重県での塩づくりの歴史
　三重県では、志摩地域において、奈良時代・平安時代の塩づくりが盛んに行われて
いました。それを知る手がかりとして、志

し

摩
ま

式
しき

製
せい

塩
えん

土
ど

器
き

があります。志摩式製塩土器
は、「洗面器」あるいは「たらい」のような形をしています。
　使い方は不明な点が多いのですが、焼き塩の時に使われた可能性が考えられます。
おそらく、鉄

てつ

釜
がま

を使って塩を煮
に

詰
つ

めた後、志摩式製塩土器で焼き塩を行ったのでしょ
う。焼き塩が終わると、塩を取り出すために、志摩式製塩土器を壊

こわ

します。製塩土器
は、壊すことを前提としているため、粗

そ

雑
ざつ

に作られているとされます。
　なお、志摩式製塩土器は志摩地域にとどまらず、伊勢地域・伊賀地域でも多く出土
します。生産地から塩が入ったまま土器を運び、各地で塩を取り出したのでしょう。
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８．三重県の製塩遺跡
　鎌倉時代以降の製塩遺跡として、紀北町の道

どう

瀬
ぜ

遺跡、松阪市の池
いけ

ノ上
うえ

遺跡・小
こ

狐
ぎつね

遺跡などが代表例です。道瀬遺跡では、平安時代末から鎌倉時代前半の製
せい

塩
えん

炉
ろ

が２基
みつかりました。道瀬遺跡では、土製の平釜を使って海水を煮詰めていました。
　池ノ上遺跡・小狐遺跡では、室町時代ごろの塩分濃度を高めた海水（鹹

かん

水
すい

）を貯め
ておく貯

ちょ

水
すい

槽
そう

が多数みつかっています。

～ 塩の化学＆技術についてのなぜなに？ ～

９．どうして塩がベトベトになるの？
　このベトベトの原因は、「にがり」です。海水には塩のほか、「にがり」が含まれて
います。「にがり（主な成分は塩化マグネシウム）」は空気中の水分を吸収し、液体化
する性質を持っています。この「にがり」に熱を加えて、化学変化を起こさせ、ベト

図１　志摩式製塩土器とは（三重県埋蔵文化財センター 2015『水と大地といにしえの人びと』より）
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写真１　道瀬遺跡の製塩炉 SF3　（三重県埋
蔵文化財センター 1998『道瀬遺跡（第１次）
発掘調査報告』より）
塩を煮詰めていた炉の跡です。長時間、熱を受
けたために炉の床や地面が赤く変色しています。

写真２　道瀬遺跡の製塩炉 SF ２（三重県埋
蔵文化財センター 1998『道瀬遺跡（第１次）
発掘調査報告』より）
塩を煮詰めていた炉の跡です。長時間、熱を受
けたために炉の床や地面が赤く変色しています。



ベトの原因を解消させます。
※にがり＝海水から塩をとったあとに残る液体のこと。とうふを固める時に使います。

10．効率よく、たくさんの塩をつくりたい
　昔の人も同じことを考えたことでしょう。
　日本人は１日 6.5 ～ 7.5 ｇの塩分を取っています。１年間で１人約 2.5kg 必要です。
みなさんがつくった塩は約 100 ｇ。みなさんの作業の 25 倍でようやく１年間の塩
を得ることができます。
　さらに塩づくりの季節は春から秋と考えられ、農業の忙

いそが

しい時期と重なります。そ
こで、弥生時代から役割分担を行い、海辺の人たちが塩づくりを専門に行うようになっ
たと考えられます。やがて奈良・平安時代になると、塩は税

ぜい

（調
ちょう

・庸
よう

）として納める
ようになります。

11．効率よく海水の濃度を高めたい
　海水の水分蒸発を効率よく行うには、表面積を大きくすればよいと気づきました
か？
　しかし、昔の人は、プラスチック製の入れ物などは持っていません。身近にあるも
ので、工夫しました。その方法は①海

かい

藻
そう

を利用する、②海藻を焼く、③砂浜に浅い穴
を掘って粘土を貼る、という方法です。
　①海藻の場合…ホンダワラやアマモと呼ばれる海藻を用意⇒海藻に海水をかけて、
　　　　　　　　天日に干し、付いた塩を壺にためた海水で洗う作業を繰り返す⇒で
　　　　　　　　きた鹹

かん

水
すい

を煮詰めると茶色の塩ができ、ダシ昆布で煮だしたような
　　　　　　　　おいしい塩が完成。
　　　　　　　　※海藻を置いておくと、強

きょう

烈
れつ

な臭いが発生します。
　②海藻を焼く…古代の歌をまとめた万

まん

葉
よう

集
しゅう

などに「藻
も

塩
しお

焼
や

く」とあります。海藻を
　　　　　　　　天日干し⇒海藻を焼いてできた炭を海水でこす⇒煮詰める⇒①と同
　　　　　　　　じおいしい塩が完成。
　③穴に粘土を貼る…海水が温まると、粘土が溶け出して底にたまり、かき混ぜると
　　　　　　　　泥水になるという弱点があります
　※①～③は、「藻塩の会」による実験結果（松浦宣秀 1999「古代の塩づくり」『考古学

　　から見た地域文化』渓水社）と、豊田市郷土資料館によるまとめ（豊田市郷土資料館

　　2009『塩の歴史と民俗』）を参考にしています。

12．海水がすべて蒸発して、塩の結晶がケースにびっしり付いたのですが
　とてもうまく海水の蒸発できましたね。昔の人は、打ちあげられた海藻が乾燥し、
塩の結晶がたくさん付いていることに気づき、藻を叩

たた

くなどにより塩を取ったと考え
られます。これをきっかけに、藻を使った塩づくりが始まった可能性があります。
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13．雨の多い地域ではどうしていたのですか？
　雨の多い地域では、海水の濃度を高めることが難しかったようです。熊

くま

野
の

灘
なだ

沿岸で
は、明治時代末まで海水を直接煮詰めていたことが伝わっています。こうした方法は、
燃料が十分確保できるなどの条件が整っていた地域に限られるようです。

14．インターネットで調べる場合
　①公益財団法人塩事業センター　https://www.shiojigyo.com/study/museum/
　　⇒塩について学んだり体験したりできる全国の博物館、資料館等のリンク集がお
　　　すすめ。
　②たばこと塩の博物館　https://www.tabashio.jp/
　　⇒専売品であった「たばこ」と「塩」の歴史と文化をテーマとする博物館。ホー
　　　ムページも充実

15．体験する場合
　①愛知県　西尾市塩田体験館　吉

き

良
ら

饗
あい

庭
ば

塩
じお

の里
　　http://www.aibajio.jp/　　https://youtu.be/-NjyGYNPmMw
　　⇒江戸時代から有名だった饗庭塩の産地・吉良にある西尾市塩田体験館。入浜式
　　　塩田が復元されており、塩田作業の体験ができます。YouTube で古代の土器
　　　での塩づくりを紹介しています。
　②兵庫県　赤穂市立海洋科学館・塩の国　http://www.ako-kaiyo.jp/
　　⇒海洋科学館では、海洋・塩・赤穂について学ぶことができます。また塩の国で
　　　は、揚浜式、入浜式、流下式の３つの塩田が復元されており、塩分を濃くした
　　　海水を煮つめる塩づくりの体験や釜

かま

焚
だ

きの実演を見学できます。
　③広島県　呉市かまがり古代製塩遺跡復元展示館、藻塩の会　
　　http://www.city.kure.lg.jp/soshiki/67/m000245.html
　　https://www.moshionokai.jp/
　　⇒古代土器製塩遺跡を発掘されたままの状態で見学できるよう復元した展示館　
　　　で、どのように土器製塩が行われていたかを分かりやすく学ぶことができます。
　　⇒海水に浸した海藻（ホンダワラ）と土器を使って、海水を濃縮する古代の製塩
　　　法が体験できます。

～ もっと詳しく調べるには？ ～
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